
　

種
々
の
営
農
組
織
の
う
ち
、
最
近
集
落
営
農
の

活
動
が
、
経
営
合
理
化
、
担
い
手
確
保
、
土
地
活

用
な
ど
の
面
で
興
味
深
い
。
中
で
も
集
落
を
基
礎

と
し
た
組
織
を
現
在
調
査
し
て
お
り
、
併
せ
て
今

日
の
最
大
級
の
農
業
経
営
組
織
を
も
比
較
対
象
と

し
て
調
査
し
た
。

　

本
稿
は
、後
述
の
集
落
営
農
と
対
比
さ
れ
る
も
の

と
し
て
鹿
沼
市
農
業
公
社
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

一
、
注
目
の
鹿
沼
市
農
業
公
社
の
農
作
業
受
託

　

大
規
模
な
農
業
経
営
と
し
て
は
、
富
山
県
の
サ

カ
タ
ニ
農
産
（
形
は
三
法
人
の
グ
ル
ー
プ
）
と
栃

木
県
の
鹿
沼
市
農
業
公
社
が
行
う
農
作
業
受
託
事

業
と
を
調
査
し
た
。
九
八
年
に
お
い
て
、
同
農
産

の
経
営
面
積
は
二
二
三　

に
達
し
、
同
公
社
の
受

��

託
面
積
は
三
二
五　

で
あ
る
。

��

　

同
公
社
は
、
目
下
農
業
経
営
を
行
う
主
体
で
も

農
地
保
有
合
理
化
法
人
で
も
な
い
が
、
大
規
模
な

受
託
水
田
を
一
体
的
、
計
画
的
に
管
理
し
、
あ
た

か
も
一
つ
の
経
営
体
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
巷
間
で
そ
の
極
め
て
高
能
率
な
活
動

が
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

現
に
同
県
内
で
調
査
し
た
合
理
化
法
人
で
あ
る

市
町
村
農
業
公
社
の
二
つ
と
も
同
公
社
の
よ
う
な

活
動
を
し
た
い
と
話
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
背
景

か
ら
か
同
県
で
合
理
化
法
人
た
る
公
社
の
設
立
が

盛
ん
で
、
現
在
一
四
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
圧
倒
的
に
大
規
模
な
農
業
経
営
の
効
果

　

こ
の
公
社
の
農
作
業
受
託
事
業
は
、
一
言
で
い

え
ば
極
め
て
農
業
経
営
の
受
託
に
類
似
し
た
運
営

で
、
こ
れ
を
可
能
と
し
て
い
る
の
は
、
農
作
業
受

託
の
内
容
に
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
受
託
内
容
は
一
律
と
し
、
先
ず
委
託

者
は
水
管
理
及
び
け
い
畔
の
草
刈
り
（
契
約
上
は

こ
の
ほ
か
に
除
草
剤
と
追
肥
散
布
が
あ
る
が
、
実

際
は
公
社
が
実
施
）
の
管
理
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
他
方
公
社
は
、
水
稲
及
び
こ
れ
に

伴
う
麦
、
ハ
ト
ム
ギ
等
の
転
作
の
一
連
の
機
械
作

業
、
水
稲
育
苗
、
生
産
物
出
荷
並
び
に
生
産
物
販

売
代
金
及
び
経
費
等
の
清
算
事
務
を
受
託
す
る
。

　

こ
の
前
提
と
し
て
公
社
は
、
受
託
水
田
の
す
べ

て
に
つ
い
て
、
合
理
的
な
作
業
の
た
め
の
品
種
、

作
付
け
時
期
等
を
一
体
的
に
綿
密
に
計
画
し
、
委

託
者
と
事
前
協
議
す
る
。
ま
た
、
肥
料
等
の
資
材

は
共
同
購
入
す
る
と
と
も
に
、
収
穫
物
は
プ
ー
ル

方
式
で
管
理
し
、
ほ
場
条
件
や
管
理
の
良
否
等
を

反
映
し
た
独
自
の
巧
知
な
方
法
で
清
算
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
契
約
の
形
は
、農
作
業
の
受
委
託

で
あ
る
が
、大
型
機
械
に
よ
る
効
率
的
作
業
が
可
能

な
よ
う
に
仕
組
ま
れ
、あ
た
か
も
公
社
が
農
業
経
営

体
で
あ
る
よ
う
な
活
動
を
可
能
と
し
て
い
る
。集
落

営
農
が
一
〇
〜
三
〇　

程
度
の
規
模
で
あ
る
と
こ
ろ
、

��

こ
の
公
社
の
規
模
は
、そ
の
一
〇
倍
以
上
で
あ
り
、従

っ
て
そ
の
経
営
方
針
や
栽
培
技
術
体
系
は
、後
述
の

よ
う
に
集
落
営
農
と
は
異
な
っ
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　

こ
の
受
託
の
結
果
と
し
て
公
社
か
ら
委
託
者
へ

清
算
さ
れ
る
還
元
額
は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
〇
ａ
当

た
り
五
万
円
程
度
と
高
額
で
あ
り
、
一
頃
は
七
万

円
を
超
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

三
、
高
生
産
性
を
徹
底
追
求
す
る
栽
培
技
術
体
系

　

こ
の
よ
う
な
高
額
の
還
元
金
の
実
現
に
は
、
労

働
生
産
性
を
は
じ
め
生
産
性
の
向
上
を
徹
底
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
根
幹
に
水
稲
の
栽
培
技
術
体
系
が
あ
る
。

先
ず
は
田
植
え
の
期
間
を
二
か
月
余
り
（
九
八
年

は
四
月
一
六
日
か
ら
六
月
二
三
日
）
に
徹
底
し
て

拡
大
し
、
ま
た
、
直
播
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
収
穫
期
間
を
五
〇
日
余
り
に
拡
大
す
る
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
栽
培
期
間
の
大

幅
拡
大
は
、
サ
カ
タ
ニ
農
産
で
も
同
様
で
あ
る
が
、

集
落
営
農
の
規
模
で
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

　

当
然
品
種
は
、
良
質
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
み
に

依
存
で
き
ず
、
五
品
種
を
そ
の
適
性
に
応
じ
て
利

用
し
て
い
る
。
移
植
も
、
栽
培
期
間
の
拡
大
の
た

め
稚
苗
植
え
か
ら
六
月
の
麦
の
収
穫
後
の
成
苗
植

え
ま
で
多
彩
な
技
術
を
駆
使
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
直
播
は
、な
ぜ
作
付
け
水
稲
二
一
九　
��

の
二
割
、四
二　

程
に
す
ぎ
な
い
の
か
。適
期
以
外

��

の
直
播
は
、著
し
く
収
量
が
減
少
す
る
の
で
、最
も

気
象
条
件
が
良
い
一
一
日
間
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
、

大
量
の
直
播
は
収
穫
の
短
期
集
中
化
を
招
く
こ
と
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な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
体
系
で
は
、
単
純
に
単
収
の
増
大
を
追
求

し
な
い
。
現
に
公
社
の
一
〇
ａ
当
た
り
収
量
は
四

〇
〇
か
ら
四
五
〇
㎏
程
で
、
移
植
と
直
播
と
の
差

も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
点
サ
カ
タ
ニ
農
産
も
同

様
で
あ
る
が
、
集
落
営
農
で
は
規
模
の
違
い
か
ら

良
質
米
と
多
収
穫
の
生
産
指
向
を
放
棄
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、公
社
で
は
単
収
の
減
少
を
補
っ
て
余
り

あ
る
程
に
、労
力
を
含
む
コ
ス
ト
の
著
し
い
節
減
に

よ
り
、土
地
面
積
当
た
り
の
経
済
余
剰
を
増
大
さ
せ

て
い
る
。ち
な
み
に
公
社
の
一
〇
ａ
当
た
り
の
投
下

労
働
時
間
は
、水
稲
移
植
で
七
・
八
二
時
間
、直
播

六
・
二
〇
時
間
で
あ
る
。集
落
営
農
で
は
二
〇
時

間
程
度
を
投
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、技
術
体

系
、ひ
い
て
は
生
産
関
数
の
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

な
お
、
水
稲
に
伴
う
転
作
に
つ
い
て
は
、
二
条

大
麦
七
八　

と
ハ
ト
ム
ギ
四
四　

の
作
付
け
に
よ

��

��

っ
て
い
る
。
こ
の
一
〇
ａ
当
た
り
の
投
下
労
働
時

間
は
、
僅
か
に
二
条
大
麦
二
・
七
一
時
間
、
ハ
ト

ム
ギ
三
・
一
四
時
間
で
あ
る
。

四
、
最
少
の
機
械
施
設
保
有
と
徹
底
的
活
用

　

公
社
は
、
市
の
カ
ン
ト
リ
ー
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

と
育
苗
施
設
を
管
理
す
る
ほ
か
、
必
要
な
農
業
機

械
を
保
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
社
は
、
そ
の

機
械
保
有
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
積
極
的
に
周

辺
の
営
農
集
団
所
有
の
機
械
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付

き
で
賃
借
り
し
て
い
る
。
営
農
集
団
が
自
ら
の
経

営
の
た
め
の
機
械
作
業
は
極
く
短
期
間
で
済
み
、

他
方
公
社
の
栽
培
体
系
で
は
、
そ
れ
以
外
の
時
期

に
も
多
く
の
機
械
作
業
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
こ

こ
に
営
農
集
団
の
機
械
を
活
用
す
る
余
地
が
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
公
社
の
保
有
機
械
を
最
小
限
に

し
、
常
時
雇
用
の
職
員
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
に

貢
献
し
て
い
る
。
加
え
て
公
社
は
、
こ
れ
ら
の
営

農
集
団
に
対
し
て
農
作
業
の
斡
旋
を
し
た
り
す
る

な
ど
、
周
辺
の
営
農
集
団
と
競
合
す
る
の
で
な
く
、

共
存
共
栄
の
関
係
を
形
成
し
て
い
る
。

五
、
雇
用
労
働
力
の
通
年
有
効
利
用
が
可
能

　

公
社
の
役
職
員
は
、
総
勢
二
六
名
で
あ
る
。
特

に
農
作
業
の
繁
閑
の
差
が
著
し
い
農
業
で
は
、
労

働
力
の
有
効
活
用
の
た
め
、
農
作
業
及
び
事
務
の

年
間
の
平
準
化
が
重
要
で
あ
る
。

　

公
社
で
は
、
先
ず
田
植
え
と
収
穫
の
期
間
の
拡

大
に
よ
り
、
農
作
業
の
ピ
ー
ク
を
崩
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
栽
培
体
系
で
は
、
一

月
か
ら
四
月
に
は
土
壌
改
良
資
材
の
散
布
、
耕
起
、

畦
塗
、
三
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
育
苗
が
あ
る
。

二
か
月
余
り
の
田
植
え
後
の
七
月
か
ら
八
月
に
は

病
害
虫
の
防
除
、
追
肥
の
散
布
が
あ
る
。
九
月
か

ら
一
〇
月
は
水
稲
の
収
穫
、
一
一
月
か
ら
一
二
月

に
は
、
農
業
機
械
の
整
備
、
清
算
事
務
及
び
翌
年

の
栽
培
計
画
の
綿
密
な
策
定
作
業
が
あ
る
。
こ
れ

に
二
条
大
麦
と
ハ
ト
ム
ギ
の
作
業
が
加
わ
り
、
ま

た
農
作
業
が
比
較
的
少
な
い
冬
と
夏
に
は
委
託
者

の
代
表
者
会
議
な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。

　

繁
閑
の
差
は
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に

通
年
的
に
農
作
業
又
は
事
務
が
あ
る
。
公
社
で
は
、

一
七
名
の
オ
ペ
レ
タ
ー
に
も
事
務
を
課
し
、
労
働

力
の
完
全
燃
焼
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
市
が
全
額

拠
出
す
る
公
社
で
あ
る
が
、
民
間
会
社
に
匹
敵
す

る
労
務
管
理
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

当
初
は
農
閑
期
を
利
用
し
た
ハ
ト
ム
ギ
の
加
工

販
売
を
発
想
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

栽
培
体
系
で
は
、
全
く
仕
事
が
な
い
時
期
が
な
い

こ
と
、
ま
た
、
販
売
先
か
ら
常
時
に
加
工
供
給
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
で
は

通
年
的
な
加
工
販
売
と
な
っ
て
い
る
。

六
、
お
わ
り
に

　

サ
カ
タ
ニ
農
産
で
は
、
農
協
出
荷
が
大
部
分
だ

が
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
を
確
立
し
、
小
売
業
者

や
卸
売
業
者
へ
の
直
接
販
売
を
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
公
社
は
、
ハ
ト
ム
ギ
の
加
工
品
以
外
は

受
託
し
た
農
産
物
を
農
協
に
販
売
し
て
お
り
、
販

売
戦
略
の
面
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
在

の
農
作
業
受
託
の
形
態
か
ら
の
制
約
も
あ
ろ
う
。

九
九
年
度
に
は
公
社
事
業
の
全
面
的
な
検
討
を
予

定
し
て
お
り
、
事
業
内
容
も
販
売
戦
略
も
検
討
課

題
の
一
つ
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
公
社
の
例
は
、大
規
模
経
営
の
方
向

性
や
栽
培
技
術
体
系
、経
営
の
可
能
性
な
ど
多
く

の
示
唆
を
与
え
よ
う
。集
落
営
農
の
中
に
は
、早
く

も
今
の
経
営
合
理
化
を
超
え
て
、規
模
問
題
を
考

え
、地
域
内
の
い
く
つ
か
の
集
落
営
農
の
統
合
に
よ

り
、一
層
の
飛
躍
を
構
想
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

経
営
合
理
化
の
た
め
に
も
、
販
売
戦
略
の
構
築

に
し
て
も
規
模
問
題
は
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
鹿

沼
市
農
業
公
社
の
例
は
、
著
し
い
大
規
模
経
営
と

し
た
と
き
の
経
営
方
針
の
違
い
、
栽
培
技
術
の
組

み
立
て
の
例
を
示
し
て
お
り
、
集
落
営
農
で
も
参

考
に
な
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
明
雅
美
）
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